
「Cytometry Research」投稿規定 

 

★2010年度より、”Cytometry Research”ではオンライン投稿を開始致しました。 

論文をご投稿頂きます著者の方々におかれましては、利便性の向上および投稿・査読の迅速化をはかって頂けるもの

として、ぜひご利用頂きたく存じます。奮って論文をご投稿頂きますよう、お願い申し上げます。 

（郵送での受付も致します。ご質問等を頂けます際には下記編集局までお問い合わせ下さい。） 

E-mail:jcsedit@takii.kmu.ac.jp      Cytometry Research編集局  

 

1. 論文は邦文・英文とも受け付けます。 

国内・国外を問わず、他誌に掲載されたもの、または掲載予定のものは総説として受け付けます。 

2. 筆頭著者は「日本サイトメトリー学会」会員に限ります。 

3. 投稿論文の採否は編集員の査読により決定します。 

4. 原稿は横書き、パソコンを用いて、20字×20行の400字詰め、A4サイズ用紙を使用し、20枚以内（図・表・写真を含む）

とします。論文データはdocファイルにて作成し、オンライン投稿の際はdocまたはPDF形式で投稿して下さい。英文投

稿、abstract、legendに関しては、ダブルスペースで10〜12ピッチで打って下さい。ワープロの場合は、必ず1行おき

にスペースを開けて印刷して下さい。規定に合わない場合には返却される場合もありますので御注意下さい。英文投稿に

際しては、英語を母国語とし、十分な科学的知識を持つ方のチェックを受けて下さい。 

5. 写真・図・表はパソコンの図表作成ソフトを用いて作成し、写真の大きさはA4サイズ以下にして下さい。オンライン投

稿の際はJPEGの図表ファイル形式で投稿して下さい。解像度は350dpi以上（線画は600dpi以上）で保存してください。

種類別に一連番号（Fig，Table）、説明を英文で記入し、本文原稿の最後にまとめて下さい。また、本文中もFig，Table

を使用して下さい。 

6. 本文中に人体を対象とする研究はすべて、インフォームドコンセントを得た上で、患者の匿名性が守られることを明らか

にし、動物実験では、倫理的に認められ、実験用動物の取り扱いに関するガイドラインに適切に従っていることを説明し

て下さい。また、遺伝子組み換え実験においては、国の関係省庁が出しているガイドラインに従って、実験が行われてい

ることを明らかにして下さい。（下記詳細を参照） 

7. 論文用紙の表紙に題名、著者名、発表施設名を日本語および英文で記入し、下部に校正刷の発送住所と氏名を明記して下

さい。また、ランニングタイトル（各ページの上につく省略タイトル、24 文字以内）および論文の内容を明記した抄録

（英文投稿の場合は300字以内の和文、あるいは日本語論文の場合は300語以内の英文）を付して下さい。また、英文著

者名には称号(M.D.,Ph.D.,M.T.,C.C.)を C.C.を含めて３ツ以内を記載して下さい。C.C.をお持ちでない方は 2 ツ以内を

記載して下さい。和文・英文抄録の末尾に５ツ以内の英文のkeywordを付して下さい。英文タイトルは下記の例に従って

下さい。 

例：Analytical Study of Cell Cycle Time Using Anti-BrdU Antibody 

Masafumi Ohuchi M.D., C.C., Keiji Kawamoto M.D.,Ph.D.,C.C., Hiroshi Matsumura M.T.,C.C. 

Department of Neurosurgery 

Kansai Medical University, Moriguchi, Japan 

8. 外国の人名、地名はなるべく原語を用い、薬品の商品名（欧文）は大文字、学名、一般名は小文字で記載して下さい。 

例：Endoxan ，cyclophosphamide 

度量衡の単位はm, cm, mm, μm ：l, ml, μl ：g, mg, μg などのようにして下さい。 

例：WBC 10,000/μl 

9. 文献は本文に用いられたもののみを引用し、なるべく20以内に止めて下さい。引用番号を本文中に記して下さい。記載

順序はアルファベット順にして下さい。文献の書き方は以下のようにして下さい。 

雑 誌 の 場 合        著者名（4名以上の時は、はじめの3名のみ、あとはほか、etalとする）：論文題名，雑誌名，巻：

頁〜頁，西暦年号 

単行本の場合        著者名（同上）：書名，発行所名，発行地，頁〜頁，発行年 

編者のある場合 著者名（同上）：題名，書名，編者名（最初の1名のみ），版数，発行所名，発行地，頁〜頁，発行

年 

文献の省略は原則としてIndex Medicusに従って下さい。 

例1. Darzynkiewicz ：Acridine orange as a molecular probe in studies of nucleic acid in situ.Flow cytometry 

and sorting. John Voiley, NewYork, 285 −316, 1976 

2. Fleisher TA ，Marti GE ，Hagebgruber C, et al ：Two-color flow cytometric analysis of monocyte depleted 

human blood lymphocyte subsets. Cytometry 9 ：303 −315, 1988 

3. 山崎典子，岡 茂，和田安弘，ほか：Flow cytometry による頭頸部癌細胞のcell kineticsと組織形態との比較

検討，フローサイトメトリー7：86−90,1988 

10. カラー写真を希望されるときには、その旨をお知らせ下さい。ただし製版、印刷の実費を申し受けます。 

11. 著者校正は1回とし、訂正は誤植、印刷上のミスによるものに止め、加筆は避けて下さい。 



「Cytometry Research」投稿規定 

12. 別刷必要部数（50部単位）および別刷請求先（住所・所属・氏名）をお書き下さい。別刷は実費を請求いたします。 

13. 掲載料は、刷上り６ページまで無料、これを超えるものは実費を請求します。 

14. 論文は、日本サイトメトリー学会ホームページのオンライン投稿画面から投稿を行って下さい。

http://www.cytometry.jp/pwmgr/index.html（日本サイトメトリー学会HPトップ→「会員及び研究者の方へ」→「学会

誌」のコーナーよりアクセス可能） 

上記のアドレスより、新規メンバー登録を行い、発行されたログインIDとパスワードを用いて論文投稿画面にログイン

して下さい。原稿文書はdocまたはPDFファイル、写真・図・表はJPEGなどの図表ファイル形式で投稿して下さい。ア

ップロード前に圧縮機能等を使い、ファイルサイズを20MB以下にしてください。 

査読コメントの閲覧も、上記の投稿用ページとID・パスワードを用いて行います。登録IDとパスワードは紛失しないよ

う保管して下さい。 

15. 郵送で投稿を行う場合は、原稿、そのコピー３部、図は必ず焼付けたもの各３部、投稿申込書（巻末）を添えて簡易書留

で下記宛に郵送して下さい。また、編集作業を円滑に行うためフロッピーディスク（3.5 インチ）、MO、CD-R 等も提出し

て下さい。ディスクの内容を「テキスト形式」で保存し、ディスクには機種名、作成ソフトウェア名（バージョン）、所

属、筆頭著者名がわかるようにラベルを貼付して下さい。ディスクは、著者校正の際に返却いたします。 

宛先：〒570−8506 大阪府守口市文園町10番15号 関西医科大学衛生学講座内「Cytometry Research」編集局宛 

 

―投稿規定6の詳細 （倫理項目）― 

ヒトゲノム・遺伝子研究では「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」（文部科学省，厚生労働省および経済

産業省）（平成13年3月29日）（http://www.mhlw.go.jp/houdou/0103/h0329-3.html）を遵守すること。この場合、各

施設での倫理審査委員会の承認が必要です。 

「これ以外の研究」についても、原則として各施設倫理審査委員会の承認が求められます。「人口統計に関する研究」

やインフォームドコンセントを得て治療を目的に行った症例の「症例検討（症例報告も含む）」などでは倫理審査委員会

の審査を必要としない場合もありますが、この場合もヘルシンキ宣言（http://www.med.or.jp//wma/helsinki02_j.html）

で述べられている精神に十分配慮したものであることが求められます。また、患者個人情報が適切に守られていること

が必要です。 

ヒト以外に動物などを対象とした医学研究の場合においても、各施設における審査委員会の承認が必要であり、その

内容が生命倫理、動物福祉の観点からみて適切であることが求められます。 

上記の内容が本文中に記載されていることを原則とします。 

 

投稿に際しては、下記のチェック項目を確認してください。 

 

□ 本研究はヒトまたは動物を対象とするものである。 

□ 本研究は上記以外を対象とするものである。 

・ ヒトを対象とする場合 

□ 施設の倫理委員会の承認を得ている。 

□ 対象患者からのインフォームドコンセントを得ている。 

□ 患者個人情報は保護されている。 

□ 過去の検体を用いた研究では個人の匿名化がなされている。 

・ 動物を対象とする場合 

□ 施設の倫理委員会の承認を得ている。 

 

※投稿申込書に、上記のチェック項目を記入する欄を設けております。 

 

http://www.cytometry.jp/scientist
http://www.cytometry.jp/scientist/journals
http://www.cytometry.jp/scientist/journals
http://www.cytometry.jp/scientist/journals

